
雑誌『経済』（新日本出版社）（2014年08月号）に伊須弁
護士の座談会記事が掲載されました
当事務所所属の伊須慎一郎弁護士が「安倍・労働法制改悪との対決点」というテーマで対談を行いました。

雑誌『経済』（新日本出版社）（2014年08月号）に掲載されています。

また、雑誌『経済』編集部ブログでもこの記事をご紹介頂いております。

皆様ぜひご覧下さい。

 

 

https://saitamasogo.jp/archives/64483
https://saitamasogo.jp/archives/64483
https://saitamasogo.jp/isushinichiro
http://www.shinnihon-net.co.jp/magazine/keizai/detail/name/%E7%B5%8C%E6%B8%88%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%91%EF%BC%94%E5%B9%B4%EF%BC%98%E6%9C%88%E5%8F%B7NO.227/code/03509-08-4/
http://www.shinnihon-net.co.jp/magazine/keizai/blog/?p=861


[終了]6/18　日弁連　労働法制全般の規制緩和に反対する

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/07/zadan_tobira.jpg
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院内学習会
終了いたしました。ありがとうございました。

日弁連が、６月１８日（水）１７時３０分～１９時３０分、衆議院第１議員会館で、労働法制全般の規制緩和に反対する院内学習会を開催
します。
参加無料、事前申込みが必要です。残業代ゼロ法制の導入が検討されるなど、労働者の労働条件を一層不安定にする規制緩和の動きが加速
しており、重要な学習会だと思います。
詳細は、下記の日弁連ホームページをご参照ください。

http://www.nichibenren.or.jp/event/year/2014/140618.html

現在、政府は様々な労働法制の規制緩和政策を議論しています。当連合会は、無期の正規社員を原則的な就労形態とすることによる労働者
の地位の安定及び、同一価値労働同一賃金の原則を徹底することによる労働者間の差別解消を従来から求めてきました。

労働法制の規制緩和は、労働者とその家族の生活に大きな影響を与えるのみならず、人材や技術を大切に育てようとする企業が淘汰され、
労働者を使い捨てにする企業だけが勝ち残ってしまうことにもつながり、今後の日本社会全体に大きな影響を及ぼすものです。

日時　２０１４年６月１８日（水）　１７時３０分～１９時３０分（１７時１５分開場）
場所　衆議院第一議員会館 １階 多目的ホール　最寄り駅：地下鉄丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前」駅　地下鉄有楽町線・半蔵門線・
南北線「永田町」駅
参加費 無料
参加対象・人数 どなたでも参加いただけます（先着２００名）
講師 毛塚勝利氏（中央大学法学部教授）
内容
①毛塚勝利氏（中央大学法学部教授）による基調報告
②日弁連からの報告
③来賓挨拶
④各団体からの報告
⑤当事者発言　など
申込方法　事前申込制 （※国会議員の方は申込不要）

※本院内学習会につきましては、会場が国会議員会館内となるため、参加申込書を利用して、必ず事前申込を行っていただきますよう、お
願いいたします。

また、定員（２００名）になり次第、受付を締め切らせていただきますので、お早めにお申込みください。お席に限りがございますので事
前申込がない場合、当日御入場いただけない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

https://saitamasogo.jp/archives/64421


チラシ兼申込書(PDFファイル;203KB)
主催 日本弁護士連合会
問い合わせ先
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
TEL：03-3580-9483／FAX：03-3580-2896

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/06/event_140618.pdf
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[終了]6月14日（土）　全国一斉　過労死・過労自殺110
番のお知らせ
終了いたしました。ありがとうございました。

 

「過労死・過労自殺１１０番」が全国一斉に行われます。
埼玉においても実施します。
当事務所弁護士を含む、埼玉県内の弁護士が相談を受け付けますので、この機会に、ひとりで悩まずご相談ください。

◆日　　時　6月１４日（土）１０：００～１５：００

◆電話番号　０４８－８６４－２０３１（当日のみ）

◆相談無料

◆相談内容
①業務上の過労、ストレスが原因と思われるうつ病や自殺などの労災補償などの相談。
②脳心臓疾患、呼吸器疾患などによる過労死等の労災補償などの相談。
③その他業務上、仕事中の怪我など労災に関することは何でも受け付けます。

 

https://saitamasogo.jp/archives/64415
https://saitamasogo.jp/archives/64415


 

 

 

 

 

 

 

※当事務所では、過労死・過労自殺を含む労災事件全般、その他業務上、仕事中の怪我など労災に関することはなどについて、

随時面談で相談を受け付けていますので、お気軽にお電話下さい。

ＴＥＬ　　０４８－８６２－０３５５

 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/06/36c48467a8c142bef2389b8cf239741b.png


埼玉弁護士会　副会長就任にあたり（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

平成２６年度埼玉弁護士会副会長を担当させていただくことになりました。修習期は５５期です。

これまで、埼玉弁護士会の会務は、市民集会実行委員会に時々顔を出す程度でしたので、ほとんど会内の運営状況・実態を知らず、果たし
て副会長の重責が務まるのか心配でした。

しかし、執行部の先生方は、大倉会長を筆頭にみなさん、明るく、真面目な方ばかりですし、事務局のみなさんも河上事務局長を筆頭にみ
なさん頼りになりますので、大船に乗った気持ちでやっていこうと考えいています。

就任以来２ヶ月が経とうとしていますが、弁護士会は課題山積です。

集団的自衛権の行使を容認しようとする政府の動きに対し、弁護士会に何ができるのか、今年１２月までに施行される予定の特定秘密保護
法を廃止・無力化できるか、解雇自由社会・残業代ゼロ社会などの労働法制改悪の動きを止め、格差社会の是正を図る取り組み、政党を超
えて国会議員の支援が広がっている司法修習生給費制復活の問題などは、様々な市民団体のみなさんなどと連携できるかどうかという問題
があります。

また、弁護士業務の効率化を図るために２３条照会制度の運用整備（理由のない回答拒否事案などへの対応）、弁護士会法律相談の拡充・
充実、広報活動なども、担当委員会の先生方のご努力には頭の下がる思いです。

会内には約６０の委員会がありますが、会員の先生方のお力をお借りして、課題に１つ１つ取り組みたいと思っています。何とか１年間頑
張りたいと思いますので、１年間よろしくお願いします。

[終了]6月15日(日)　奨学金返済問題全国一斉ホットライ
ンのお知らせ
終了いたしました。ありがとうございました。

https://saitamasogo.jp/archives/64293
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奨学金は、元々、金銭的・経済的な事情で進学が困難な学生に対して、学貧や生活費の援助を行う制度です。
ところが、昨今の貧困と格差が拡大する中で、大学を卒業したものの就職も思うようにいかず、奨学金の返還が困難になっている事例が多
数続出しています。

●延滞金が重すぎる

●ブラックリストにのせると言われた

●生活がきびしく返せない

●裁判を起こされた

●保証人に請求すると言われた

●借りたいが返済が不安

 

そこで、奨学金返済問題でお悩みの方に
奨学金返済問題全国一斉ホットライン　返したいけど返せない！を実施いたします。

ぜひお気軽にお電話ください。

◆開催日時：平成２６年６月１５日（日）　午前１０時～午後５時まで

◆電話番号：０５７０－０００５５１（携帯ＯＫ）、０４８－８６２－８８１２

※通話料金がかかりますので、あらかじめご了承ください。

また、上記電話番号は実施日時以外はご利用になれませんので、ご注意ください。
この件に関するご質問がございましたら、当事務所の下記連絡先にご連絡頂きますようよろしくお願いいたします。

埼玉総合法律事務所　　電話　０４８－８６２－０８００

担当　弁護士　鴨田　譲

（主催）奨学金問題対策全国会議



http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/06/45f4749a838399837959cb8f8879aa22.jpg


 

奨学金ホットライン_埼玉版PDF

 

[終了]5/31　自殺対策シンポジウム　社会的な取組で自殺
を防ぐ
終了いたしました。ありがとうございました。

これまで、自殺防止対策として、県内の多機関で連携して「暮らしとこころの総合相談会」を実施し、自殺防止を訴える県内横断リレーマ
ラソン（秩父～新都心）などを行ってきました。
明日５月３１日（土）は、１３時３０分から、弁護士会と司法書士会の共催で、自殺対策シンポジウムが開催されます。詳細は、以下のと
おりです。

テーマ：自殺対策シンポジウム　社会的な取組で自殺を防ぐ
日　時：２０１４年５月３１日（土）１３時３０分～１６時３０分（開場１３時）
場　所：浦和コミュニティセンター第１５集会室（浦和パルコ１０階）
内　容：暮らしとこころの総合相談会報告
基調講演　宇都宮健児（弁護士。元日弁連会長）
当事者からの発言
パネルディスカッション「いのちを支える地域コミュニティの確立に向けて」
主　催：埼玉弁護士会、埼玉司法書士会
後　援：夜明けの会
＊　入場無料・事前申込み不要

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/06/72b8f6676c083c5c5ffb8bd033e8df3a.pdf
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[終了]4月22日(火)　奨学金問題学習会のお知らせ
終了いたしました。ありがとうございました。

反貧困ネットワーク神奈川で奨学金問題の学習会を行います。
当事務所の鴨田譲弁護士が講師をいたします。
事前申し込みは不要ですので是非お気軽にご参加下さい。

反貧困ネットワーク神奈川　主催
奨学金問題の現状と制度を考える「奨学金問題学習会」

奨学金は、元々、金銭的・経済的な事情で進学が困難な学生に対して、学貧や生活費の援助を行う制度です。
ところが、昨今の貧困と格差が拡大する中で、大学を卒業したものの就職も思うようにいかず、奨学金の返還が困難になっている事例が多
数続出しています。
奨学金問題が現在どのような状況にあるか、制度にどのような問題があるのか、滞納の請求があった場合の実務的な対応方法などを、奨学
金問題に熱心に取り組んでいる弁護士に講演してもらう企画です。
ふるってご参加ください。

◆日時：２０１４年４月２２日（火）１９時開始

◆講師：鴨田譲弁護士（埼玉総合法律事務所）

◆会場：神奈川県司法書士会館（石川町駅下車、すぐ）

◆参加費＝無料（事前申し込み不要）

主催　反貧困ネットワーク神奈川
共同代表　弁護士　武井共夫
問い合わせ　事務局長　弁護士西村紀子
（ＴＥＬ：０４５－６５１－２４３１）

https://saitamasogo.jp/archives/53653
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奨学金問題学習会PDF

[終了]4月20日(日)　クレちほシンポin埼玉のお知らせ
終了いたしました。ありがとうございました。

地方消費者行政をの充実と地域連携を目指したシンポジウムが埼玉で行われます。

当事務所からは鴨田譲弁護士が奨学金の話をいたします。

午前中は、学習会編として、クレジット被害や多重債務への対処をするために、相談窓口の相談員や行政担当者が知っておくべきノウハウ
を提供します。

法改正の内容や裁判例等、消費者問題に携わる弁護士、司法書士にとっても役立つ情報が満載です。

参加される方は添付されている参加申込書に氏名等をご記入のうえ、拝師弁護士宛までファックスをお送り下さいますようお願い致します。

是非お気軽にご参加下さい。

日　時　４月２０日(日)１０：００～１５：１０

場　所　埼玉教育会館２階

＜学習編開会の挨拶＞　１０：００～　　　　　代表幹事弁護士　釜井英法

第１部　学習編Ⅰ（クレジット被害編）　　　　〔１０：０５～１１：０５〕

１　クレジット被害の実情報告　　        　 埼玉県消費生活支援センター　堀口忠芳

２　サクラサイト詐欺被害弁護団報告　　　　 　弁護士　中村弘毅

３　クレジットカード・リースに関する裁判例　 弁護士 　 （千葉）

４　クレジットカード被害防止のための方策の提言 　 弁護士 (信用法部会)

第２部　学習編Ⅱ（多重債務・生活再建問題）　　〔１１：０５～１２：００〕

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2014/04/5f6c450e11cc8ba59a0bdea0f2de7810.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/53283


１　行政による多重債務対策の必要性-地方自治体への期待-

行政の多重債務対策の充実を求める全国会議　　　  弁護士　（大阪）

２　生活再建支援の取組みの現状と課題　　　　　  弁護士　（大阪）

３　奨学金問題について　　　　　　　　　　　　　弁護士　鴨田　譲

～休憩～

第３部　運動編（地方消費者行政の充実）　　　　 〔１３：００～１５：１０〕

＜開会挨拶・活動紹介＞ 　　　　　　　　　　　　 代表幹事弁護士　釜井英法

＜地元後援団体挨拶＞　　　　　　　　　　　　　 （弁護士会、消団連）

１　消費者行政における地域連携と消費者教育の推進 消費者庁・地方協力課

２　地方消費者行政の取組課題　　　　　　　　　　 　代表幹事弁護士　池本誠司

３　地域で活躍する｢消費者市民サポーター｣を育てよう！　　弁護士　拝師徳彦

４　埼玉県における地域連携・消費者教育の取組　   （埼玉県）

５　市における消費者教育の取組（消費者教育を中心に）

６　消費者団体の取組　　　　                   （埼玉消団連：針生圭吉）

７　フリーディスカッション～サポーター育成と地域連携：市町村・県・運動体の役割

（各報告への質疑、会場発言、各地の取組例等）

＜総括・閉会挨拶＞　　　　　　　                  副代表幹事　鈴木裕美
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クレちほ埼玉シンポpdf

労働問題について弁護士を講師として派遣します
安倍政権は， 「世界で一番ビジネスがしやすい」国づくりのために，労働法制の大幅な規制緩和をすすめようとしています。

このままでは，派遣社員やパート・アルバイトはずっと非正規のままです。  これでは，雇用が不安定で、差別的な低賃金を強いられる非
正規 労働者がますます増えてしまいます。

限られた正社員ポストをめぐる就職戦線はますます厳しくなり，正社員全体の労働条件も低下することは避けられず，ブラック企業が今以
上に増えることにもつながるでしょう。

安倍政権規制緩和の内容を知り、【働く私たちの将来のために】反対の声をあげていきませんか？

今、労働問題について何が起ころうとしているのか弁護士がわかりやすく説明いたします（その他の労働問題も可能です）。

　　個人・団体問わず、どなたでも、お申し込み可能です。
 

●「非正規雇用」が多様に●不安定雇用●労働法とは●安倍政権「雇用改革」の実態

●ブラック企業など長時間労働●ジョブ型正社員

●外国人技能実習生に対する劣悪な待遇の維持、拡 大

●解雇自由社会へ●働くルール

 

《講  師  料》　　　 無　料
《電話番号》 　　　048-862-0355
《 主 　　催 》      埼玉労働弁護団

　具体的なテーマについては、ご相談ください！
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新人弁護士のご紹介

拝啓　昨年末より埼玉総合法律事務所にて、弁護士として勤務しております、南木ゆうと申します。
私は、小さい頃から将来は人の役に立つ仕事に就きたいと考えていました。
大学卒業後、マスコミ関係の会社で働いておりましたが、退社後一念発起して司法試験の勉強を始め、２０１２年９月無事司法試験に合格
することができました。

生まれは東京ですが、司法修習では埼玉に配属され、埼玉弁護士会の先生方の暖かさに触れ、埼玉で働くこととなりました。
長い勉強生活を経て、漠然としていた小さな頃の夢が具体的な形となってスタートを切ることに喜びを感じるとともに、人の人生を左右す
るという責任重大な職務ですから、気を引き締めてこれまで以上に努力しなくてはいけないと気持ちを新たにしています。

まだまだ未熟者ではありますが、自分の今までの経験や自分らしさを活かして、日々精進していく所存であります。
今後とも、何卒ご指導、ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

敬具
弁護士　南木　ゆう（みなき　ゆう）

https://saitamasogo.jp/archives/43483
https://saitamasogo.jp/minakiyu

